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１．学びの構想
（1）演劇の演出力を舞台幕，セットの視点から探る
　毎年３年生は，文化祭で学級演劇に取り組む。原作本
選びからスタートし，選んだ本から脚本をおこしていく。
大道具，小道具，照明，音響などといった舞台づくりの
ためのそれぞれの部門が，脚本からイメージを拡げ，演
出をすすめる。とりわけ，舞台幕や大道具のセットによ
る空間作りは場の表現として重要である。
　しかし，大道具，照明，衣装などとの総合的な演出の
重要性がおろそかになっているように感じる。大道具一
つをとっても，舞台の面積の大部分を占める背景幕は，
描き込みが多く説明的になりがちである。
　もっと観る側のイメージをかきたてられるような舞台
幕やセットの工夫ができないものだろうか。今回は背景
幕，中間幕といった舞台幕や，その他ステージ上に配置
するものに表現対象を限定し，舞台をデザインしていく。
それらのデザインが，舞台の創り手と観客のイメージの
共有化を図る仕掛けとなることに気づかせたいと願い本
題材を設定した。
（2） これまでの学びを活かしながら，三次元の空間を
表現する
　本題材で，子どもたちは，個々のアイデアをもとにグ
ループで模型作りに挑む。舞台幕やセットにあたるもの
を画用紙や段ボールなどを用いて作り，イメージにあっ
た位置に配置し，その場を表現する。
　演劇には観客が存在する。その観客に創り手の意図が
伝わらなければ表現の意味を成さない。
　これまで生徒たちは，「色彩の性格」についての内容
や，「単純化，強調，象徴化の方法（家紋やオリジナル
マークから）」について，また，「独特な遠近表現（日本
絵画の鑑賞から）」について学んできた。これらの学び
を，アイデアの中に取り入れることでさらに理解を深め，
自分たちが発想や構想したことを，より具体的に表現さ
せたい。
　学校生活のあらゆる場面で共同作業を行っている子ど
もたち。美術の学びの中でも共同制作は，制作過程を確
かめ合いながら，時間をかけて試行錯誤していく活動で
ある。実際の学級演劇同様，互いの持ち味を活かしなが
ら，よりよい表現を追究してほしい。
２．学びのストーリー
（1） 『アイーダ』から舞台制作の表現の工夫を振り返ろ
う（第１時）
　５月になり，いよいよ学級演劇の取り組みが始まった
頃，それに合わせて美術の授業でも舞台デザインの大き
な位置を占める舞台幕やセットについて，じっくり考え
てみようと模型作りを提案した。
　子どもたちは２ヶ月前に行った修学旅行で『アイーダ』
というミュージカル作品を鑑賞している。全員が共通体
験として持っているこの作品鑑賞から舞台デザインにつ
いて考えていこうと呼びかけた。
　作品内の衣装・音響・照明・大道具・小道具について
印象的な表現にはどのようなものがあったか，班内で発
言し合った。照明や衣装デザインについては比較的印象
深く覚えているようだったが，舞台幕の表現や大道具と
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　３年生が取り組む学級演劇。体育館のステージを，効果的な演出によって様々な場面に変化させる。舞
台美術の中でも舞台幕やセットに焦点を当て，演劇の脚本からイメージを拡げながら観客の想像力をかき
立てる舞台デザインとはどのようなものかを，仲間とともに模索していく。
　本題材では，４人で一つの舞台模型を作り上げていく。互いの考えや意思をすり合わせる過程で自分の
考えが通らないことや意見の衝突も予想されるが，個性を響かせ合うことで，一人では達成し得ない造形
上の効果を生みだすことを期待した。
　ここでは，行広（仮名：以下の生徒名は全て仮名）の班と有香の班の活動を中心に記述する。行広は，じっ
くりと自身のアイデアに向き合うタイプで仲間との会話はあまり多くない。有香は発想が豊かで，それを
表現する造形的な力も持っている。班活動にも積極的である。この二人と同じ班の子どもたちが，どのよ
うなコミュニケーションを取りながら，学びを高めていったかを追っていきたい。
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いわれるものについての印象が薄かった。
教師： 大道具や幕のことはあまり思い出さないみたいだね。
何もなかったの？
生徒：何もなかったわけじゃないけど…。
生徒： 閉じ込められた時の箱みたいなものはあった。地下？
みたいなところ。
教師：他には？
生徒： なんか，布で川の表現がされていた。布が斜めになっ
て垂れさがってきて，川を表現していた。
生徒：建物の柱は立ってた。リアルなやつ。
　大道具においては，何かしらポイントになるものを効
果的に配置していたという印象を，子どもたちは話し合
いの中から明らかにしていった。
　舞台上の工夫点が思い出された後，“それらは何のた
めに工夫されているのだろう”と投げかけた。班で意見
交換をして，全体でまとめたところ，大きく「登場人物
の心情を表現する」「演技を引き立てる」「場所・話の転
換を理解させる」「リアル感を出す」の４つの工夫の目
的が浮かび上がってきた。そこで，自分たちも舞台デザ
インを考えていく際にこの４つの目的を達成できるよう
にしようと子どもたちに提案した。さらに４つ目の「リ
アル感を出す」では，『アイーダ』の大道具の工夫点を
参考にして「単純化・強調・象徴化の視点からその場に
いたようなリアル感を出そう」と教師から視点を付け加
えた。２年生の時の学びの応用を考えたからである。
（2） 舞台のデザインプラン（模型）評価の観点を決め
よう（第２時）
　10のグループをデザイナー集団Ａ，Ｂの二つ（５グルー
プ）に分け，それぞれの集団の中で各グループが一場面
ずつを担当する。Ａ，Ｂそれぞれから同じ場面のデザイ
ンプランを提示し，どちらがより観客にデザイナーの考
えが伝わるかを審査しようと提案した。
　審査の観点を子どもたちに考えさせるために，“目的
を達成するために具体的には，何を工夫するとよいだろ
う”と投げかけた。子どもたちは，「照明」「光」「立体感」
「大きさ」「奥行き」「かたち」「影」などと答えた。教師は，
本校美術科の学習内容の核である「色や光」，「かたちや
構造」，「空間」につなげたいと考えて「色」「かたち（大
きさ）」「立体感（奥行き）」の３つを審査の観点とした。
（3） 原作の分析をもとに各自のデザインプランをスケッ
チで表そう（第３時）
　 ①原作を読み，場の雰囲気や登場人物の心情などにつ
いて，仲間と共通理解を図る。
　今回の原作として子どもたちが２年生の国語の授業で
学んだ中沢けいの『雨の日と青い鳥』という作品を選ん
だ｡ ５分程度で読める作品で，内容も全員が理解してい
るからである。原作を５つの場面に分け，各班に割り当
てて班の４人で協力しながら分析することにした。改め
て細かく原作を読みながら，登場人物の心情や，場面状
況，形で表すものなどについて，考えを出し合う。
　美術の制作は苦手だが，まじめに取り組む行広は，班
活動でも自分から意見を言うタイプではない。行広の班
は，全体での発言は少ないが豊かな発想で深く考えるこ
とのできる大樹と，おとなしい印象の真菜と洸の女子二
人というメンバーである。場面分析では，ワークシート
に書かれた工夫の目的に照らし合わせながら，４人それ
ぞれが気づいたことをメモしている。真菜と洸は時々，
互いが書いたものを見合っている様子が見られるが，行
広たち男子は，誰とも考えを交換していない。
　別の班でも意見交換が見られない班があったので，場
面に対する共通理解の大切さを伝え，各自の分析を発
表し合って，考えをまとめておくように全体に指示し
た。行広たちの班でもそれぞれが自分の分析結果を述べ
あい，納得したものを自分のワークシートに付け加えて
いった。行広の分析内容には，その場面にあると思われ
るものが書かれていたが，登場人物の心情表現に関する
記述はなかった。
　探究心があり，アイデアの豊かな有香は，班の中でも，
率先して場面分析をしている。原作を読んで４人で納得
したことを各自が自分のワークシートにメモしていた。
有香のワークシート
　 ②一人一人が原作のイメージから舞台のデザインプラ
ンを発想し，スケッチで表す
　共通理解した場面分析の内容から，各自が舞台デザイ
ンをスケッチで表すことにした。一人一人の考えも，表
現させたいと考えたからである。また，それぞれのアイ
デアがどのように取捨選択されてグループとしてのデザ
インプランに反映していくのかを知りたかった。
　仕上げには，色彩の構想もあらわすために色鉛筆を用
いるように指示した。
教師： 次回は一人一人がデザインしたプランを持ち寄ってグ
ループとしてのデザインプランを考えていきます。あ
なたたち一人一人がデザイナーなのだからそれを意識
してデザインしてほしいです。次回は，各自がどのよ
うに形や色で表現したかを確かめ合いたいと思いま
す。
　色の感情，配色の工夫，単純化，強調など既習の学習
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内容を教科書や資料集を見直すことで振り返り，それら
を踏まえてデザインするよう助言した。
　描き始めると，室内の場面では，多くの家具を配置し
た案が目立った。子どもたちの言う「リアル感」を表現
するには，日常生活に一般的にあるものはすべて存在し
ないといけないという気持ちになるらしい。そこで，ど
うしてもあるべきものと，なくてもよいものとに分ける
とどうなるか考えさせたが，道具が取り除かれた何もな
い空間に戸惑っているようであった。
　行広は，背景幕に扉を描き，下手側に壁を立てて窓を
描いた。舞台中央の下手側に座卓を置き，その上に鳥か
ごを配置しただけであった。
行広のスケッチ
　有香は時計と窓と布団のみのスケッチで，「背景は色
を落とすか薄布（うすぬの）」の記述が添えられていた。
二人だけでなく，時間が足りなかったこともあり，着色
されているスケッチは少なかった。次の時間までに完成
しておくように指示して授業を終わった。
（4）班としてのデザインプランを決定しよう
（第４～５時）
　 ①各自のデザインプランを発表し合い，班のデザイン
プランをつくり出そう
　発表前にワークシートにデザインプランの工夫ポイン
トをまとめることにした。班での場面分析からどのよう
にスケッチを描いたのか，教師も知りたかったし，子ど
も自身にも再確認させたいと考えたからである。
　行広の班の真菜と大樹は次のように考えをまとめた。
　　（色）： あったかい感じを出すために，暖色系の色をベー
スにした。暗い色はなるべく使わないようにした
（かたち）： 人間がメインになるように人間のかたちを大きく
した
（立体感）： 部屋のリアル感が伝わるように，奥のものを小さ
く描いた （真菜）
　　（色）： 二人の現在の心情を表現するために，黄色を使い
部屋を暖かい感じにした（暖色系で）
（かたち）： 日常的な感じを出すために，大きすぎず，小さす
ぎず，実際の家庭にありそうな大きさで
（立体感）： 立体感を出すために，幕の描き方で奥行きをつけ
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大樹）
　しかし，行広は何も書かなかった。互いのスケッチを
見合う時にも，行広はスケッチが描けていないと言って
見せることはしなかった。行広の班のデザインプランは，
行広以外の３人のアイデアが少しずつ入ったプランと
なった。行広が発表しなかった理由について未完成だっ
たからなのか，どのように表していいのか，わからなかっ
たからなのかと教師は考えたが，ワークシートへの記述
さえも，書けない様子であった。自分の定まっていない
考えをどのように伝えればよいのかに迷い，発表しない
ことにしたのではないかと推測する。
個人プランを発表しあう
　有香の班は，プランの見せ合いがあまり進んでいな
かった。
　　（色）： 過去のシーンだとわかりやすくするために，背景
のトーンを落とす
（かたち）： リアル感を出すために，ストーブなど家具のかた
ちを単純化した。前のシーンと同じだとわかるよ
うに，「家の中：前半」と基本同じにする
（立体感）： 前のシーンと同じだとわかるように，「家の中：
前半」と基本変えずに家具の配置を変える （有香）
　有香のワークシートには，上記のような考えがまとめ
てあり，他の３人もそれぞれに少しずつ違いがあったが，
基本的なイメージは同じであった。
教師：デザインプランないの？もうこれ以上書けないの？
有香： イメージはあるんですけど，基本，家の中の設定は，
現在と同じだと思うんです。（有香の班は回想シーン
をデザインする。６年前の家という設定）だから，「家：
①」の班のデザインを基にして，そこから変化させた
いと思って…。
教師： 次の時間は，別の班にデザインプランを見せて，考え
が伝わるかどうか，アドバイスをもらおうと思うのだ
けれど，じゃあ，あなたたちの班は，「家：①」の班
に見てもらった方がいいんだね。
有香：はい，多分。
教師： わかった。そのようにグループ分けするから。でも，
細かい設定は決められないにしても，ある程度，こん
な風にしたいっていう考えが伝わるように，班として
のデザインプランはスケッチしておいて。
　有香たちの班は，背景幕に星空が見える窓と，壁掛け
時計，タンスを描いた。
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有香の班のデザインプラン
　４人の話し合いでは，個人プランの発表時にはあまり
使われることのなかった段ボールの簡易ステージ模型
が，どこの班でも使われていた。本校のステージの作り
を簡単に模したものである。簡易ステージを使うことで，
舞台の使い方を具体的にイメージできるようであった。
しかし，個人プランの時同様，舞台全体にいろいろなも
のが配置され，画面としての単純化や何かで協調すると
いう案は少ない。スケッチは時間内で完成せず，次時ま
での課題となった。
ステージ模型を使って，プランを検討
②デザインプランを合評しよう
教師： ４人で共通理解を図りながら，考えてきたデザインプ
ランですが，本当に他者にちゃんと伝わるかな，とい
うのを，確かめるために，今日は別の班の人に見ても
らいましょう。もらったアドバイスを参考にして，再
度班でデザインを検討して，正式なデザインプランを
決定させましょう。
　５つの班を２班と３班に分け，互いのプランを発表し，
アドバイスし合う。
　「家②」の場面をデザインする行広の班は，別の２つ
の班との発表となる。また，「回想」の場面をデザイン
する有香の班は，希望通り「家①」の５班と見合うこと
にした。模型審査時の観点に従って工夫点を画用紙に書
き，スケッチとともに提示して発表することとした。
行広の班のデザインプラン
＜行広の班の工夫ポイント＞
　　（色）： 暖色系の色を使った。暗い色はなるべく使わない
ようにした（カーペットや壁）
（かたち）： 丸い形にした。正面から見ても不自然じゃないよ
うにした。
（立体感）： おくものに奥行きを出した。奥のものを小さく描
いた
　行広の班は，真菜を中心に洸と大樹との三人でぼそぼ
そと確認し合いながら工夫ポイントを書き，発表も真菜
が行った。行広は，じっとそれを見ているだけだった。
もらったアドバイスから，改善プランは「時計を正面に
ずらす」「ドアを開ける」「椅子を作る」「机の上に何か
置く」点を変更したものとなった。
　有香の班は５班のデザインを基にするため，かたちや
立体感など具体的なセットや幕についての工夫ポイント
は書かないままにしてあった。
＜有香の班の工夫ポイント＞
　　（色）：暗い（黒・茶・紫など）今と昔を区別するため
（かたち）：（空欄）
（立体感）：（空欄）
　有香たちは，まず５班の発表を聞いた。洋間のダイニ
ングキッチンがスケッチには描かれていた。“登場人物
の気持ちは，沈んでいる”“色に統一感を出しながら，寂
しい気持ちを表現している”“電話を手前に置いた”“ダイ
ニングキッチンでリビングがつながっている”。しかし，
話し始めた男子はプランを紹介する言葉が出てこない。
見た通りだといわんばかりの様子である。描かれた場の
イメージを具体的にどう表現すれば伝わるのかわからな
い様子であった。教師が，ちょうどその場に居合わせ，
質問を投げかけた。
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　　教師： 手前がリビング？その向こうにキッチン，台所が
あるの？
５班生徒：…はい。…そういうことです。
　　教師： 間に何か立てて，実際に空間を作って，キャスト
が出入りできると，奥行きが表現できそうだね。
　有香は，一体どんな場面だったのか，どんな間取りだっ
たのかと改めて原作を読み直し始めた。そして，読み直
して，再度，５班のスケッチを見直す。
　　有香： ドアの位置をそれっぽく布で見せて。それを，上
からたらして，二間見せるのもおもしろいと思う。
５班生徒：キッチンの向きを変えてみるか
５班生徒：ドアをもっと奥へ入れてみる？
　　有香： 冷蔵庫があったら，もっとそれっぽくなるんじゃ
ない？
５班生徒：あぁ。
５班生徒：この奥に増やす？
５班生徒：じゃあ，壁を斜めにする？
有香たちが５班にアドバイス
　有香のアドバイスから５班のメンバーの話し合いが活
発になった。その後も有香たちからもらったアドバイス
の内容を見ながら，班内では話し合いが続いていた。次
は有香たちの班の発表である。
有香： ５班のアイデアに合わせようと思って，あまり細かな
部分は考えていません。７つの頃を思い出しているの
で，周囲を暗めにしてはっきりしない感じを出しまし
た。黒い色の薄い幕をつけて…。夜だとわかるように
時計だけは必要かと思います。
　簡単に説明が終わった。５班のメンバーが付箋にアド
バイスを書き始める。その間有香たちは，じっと待って
いられず，思わず相談を始めた。自分たちの場の設定は
リビングとなっている。台所が見えるデザインの５班の
プランとは大きく違う。どのようにして自分たちのプ
ランに取り入れるか，戸惑った。５班からのアドバイス
には，“年月が経っているから部屋は様変わりしている。
記憶の中の話だから，家具は多くなくていい，時計の針
もぼかせば？ ”“今と昔の区別を黒い色の幕を使うのはい
いけれど，もっと昔の感じを出したら？ ”“別に同じダイ
ニングじゃなくていいと思う”とあった。
③改善プランをつくろう
　これらのアドバイスをもらって，有香たちの話し合い
が活発になり，５班のプランに合わせずに自分たち独自
のプランで進めることになった。
生徒：家具って何を置く？
生徒： ７つだから二段ベッドにあこがれていたとか？子ども
部屋の明るい感じの方がいいかも。
生徒：タンスとか要らなくない？
生徒： 風邪をひいている時だから，（看病している人が通る）
通路が要る。
生徒： ねぇ，時計をぼかすって，どんなふうにするといいの
かなぁ？（教科書をぱらぱらとめくり始める）
　　　 ねぇ，こんな感じかな？（掲載写真を見ながら自分の
スケッチブックに描き出す。他の二人がそれを覗き込
んで見ている）
　話し合いが進んだ有香たちのデザインプランは，それ
までのスケッチと大きく変わっていった。
改善された有香の班のプラン
（5）デザインプランを模型で表現しよう（第６～９時）
　改善したデザインプランを基に，４人で作るものを分
担して模型の制作が始まった。「主人公育海の気持ちが，
少しずつ，上向きになってきているから，家具の色を明
るめにしよう」としたり，「電話を強調するために，他
の家具は，舞台の後方に固めて小さく作ろう」としたり，
工夫が始まった。病院の場面を表すプランでは，「二人
の不安な気持ちを表現するために，上から紫色の薄い幕
を垂らそう」としている班もあった。心情表現やその場
の設定を表すために工夫がされていた。
　改善プランを見て，まず家具から作り始めることにし
た有香たちの班。作りたい家具を言い合い，各自が自分
の思いで作り始めた。
　行広の班は 「おれ，これ作っていい？」「いいんじゃ
ない」という会話をしながら，行広以外の三人が少しず
つ制作を始めた。行広は何もせず，じっと三人の活動を
見ている。「行広君も何か始めたら？真菜さん，彼に何
をしてもらうといい？」と教師が行広や真菜に声をかけ
る。ニヤッと笑うだけで，首をかしげる行広。「何も言っ
てくれないし，何したいかわかりませんよ」という真菜。
結局その時間は，三人の活動を見ているだけだった行広
のワークシートには，“立体作りはなかなか，難しそう
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だと思った。参考になるものとかないなあと思った”と
書かれていた。
　次の時間，行広が教師のもとへ，針金とペンチを借り
たいと言いに来た。何をするのかと聞くと，鳥かごを作
るという。難しそうだけれど，やっとやる気になったの
だと教師は思った。後で聞くと，洸が行広に「鳥かごで
も作ってくれる？」と声をかけたとのことであった。試
行錯誤しながら，少し大きめの鳥かごを作り上げた行広
は，その後，壁の色塗りをしてほしいと言われ，すでに
出来上がっている壁の色を参考にしながら，色を作り，
壁を仕上げていった。行広にとっては，ペンチを使って
の作業も色作りも，簡単には進まない活動であったが，
他のメンバーの作った家具や壁の色と比較しながら，最
後まで自分で取り組むことができた。
　
（6） 制作した模型を使いデザインプランを提案し，活
動を振り返ろう（第10時）
　段ボールの簡易ステージに作った模型を配置し，順番
にプレゼンテーションを行った。すべての作品の工夫ポ
イントを聞いた後で，各自が模型の正面に移動し，どの
ように見えるかを考慮しながら，評価できる点とさらに
改善するとよい点を審査用紙にメモをして，Ａ，Ｂどち
らを代表として推薦するかを選んでいった。背景幕は描
きこみが減り，すっきりした画面のものが多かった。
　しかし，何もないステージ上の空間に，物足りなさを感
じた班もあり，背景幕は少ない色彩で描かれていたが，そ
の分，小道具が細かく配置された舞台もいくつかあった。
　子どもたちは，“明るさを表現するために，黄色を使っ
て家具を表現したのはいいが，ややまぶしい。使い方を
考えた方がよい”とか，“物が散らかってなくてもいいと
思う。人が寝ている様子がわかる工夫を。散らかってい
ることをもっとわかりやすく。”など，場面設定を思い
浮かべながら評価していた。デザインしていく中で，ス
テージと人体の大きさのバランスを意識した生徒のつぶ
やきもあり，実際の学級演劇の中でどう活かしていくの
かが課題となった。
　子どもたちの審査結果と授業後の感想は，夏休み最初
の学級演劇活動の場で提示し，実際のステージデザイン
の参考にさせた。
　
３．省察
（1）共同での造形活動の中で，個の学びが繰り上がる
　他者との交流，アイデアの交換，つながりあう発想が
構想になり，他者との学びの中で構築されていく。本題
材の中でも，４人での話し合いの中で，また，他班との
合評会を通して，生徒たちの思考が高まっていく様子が
見られた。
　有香の班や合評相手の５班の生徒たちは，相手にアド
バイスをしているつもりであるが，実は書かれている内
容をみると，自分たちの班のデザインプランにも該当す
るアドバイスであり，自らの改善ポイントを相手のプラ
ンを見聞きすることで気付いたのである。
　また，活動全体を通して，受け身な態度でいた行広は，
同じ班の仲間のアイデアを，自分にとって表現が可能な
かたちに変化させて，表現しようと取り組んだ。自分で
は，うまく表現できなかった舞台のデザインだったが，
仲間の考えを汲み取って，“大きさはこれくらいだろう
か”“これくらいの黄色でいいのだろうか”と戸惑う中で，
仲間の“それでいいよ”の言葉で安心しながら，模型作り
をすすめることができた。活動後の振り返りの中にも，
「一人でこれを作ろうと思ったら，きついと思う。実際，
絵の苦手な僕はみんなが描いてくれたおかげで別のこと
ができた」という感想を書いた子もいる。班の四人がそ
れぞれに得意な部分を担当し，自分たちが思い描くス
テージデザインを追求するために活動していた様子がう
かがえる。
（2） これまでの学びを活かしながら，三次元の空間を
表現する
　今回のデザインプランでは，登場人物の心情を色やか
たちで表現しようとしたり，象徴的な家具だけを配置し
たりと，これまでの学びが活かされた表現を見ることが
できた。しかしながら，“明るい心情を表すには，黄色
やピンク”“青空は水色で白い雲はモクモクした形”とい
うような色の持つイメージを活用してはいるが，やや固
定概念的な表現も見られた。
　また，模型制作の段階で，素材をうまく活用できずに
苦労する子どももいた。安易に教材用粘土を使おうとす
るが，直線や角ばった表現がなかなかできない。素材体
験の少なさが原因であると思われる。段ボール板を活用
した方が，案外きっちりと家具を表現できた。数学科の
空間図形の学びや技術科での木材加工などの経験も活か有香の班（上）と行広の班（下）の舞台デザイン
175― ―
演劇の舞台デザインを通して仲間とともに空間構成について考える（第３学年）
されているようであったが，用具の扱いもぎこちなく立
体表現の題材を今以上に計画的に取り入れていく必要性
を感じた。「単純化・強調・象徴化の視点から」の表現
の工夫では，背景幕は描きこみが減り，すっきりした画
面のものが多かった。書き割りのような背景幕は減った
が，その分，小道具は細かくいろいろなものを配置した
舞台デザインが目立った。
（3） 原作選びの難しさと作品解釈の大切さ
　今回の「舞台をデザインする」という題材を構想する
に当たり，原作を何にするか教師は悩んだ。原作の解釈
に時間をかけたくない。子どもたち全員が知っている原
作にするか，全く知らない作品ならば，短時間で解釈の
できる原作を選ぶかのどちらかが適当であろう。なおか
つ，登場人物の心情表現や場面転換も表現できる原作が
望ましい。イメージが拡がるファンタジー作品を選ぼう
かと考えたが，子どもたちにとって，なぜその原作なの
かという必然性がないように思いあきらめた。
　ふと，国語の教科書に掲載されている作品なら，子ど
もたちは全員よく理解しているのではないかと思い浮か
んだ。そこで，国語科教師に原作の条件を説明し，適し
た作品はないか尋ねたところ，子どもたちが２年生の６
月ごろに学んだ中沢けいの『雨の日と青い鳥』という作
品を紹介してくれた。人物の心情の変化がわかりやすく，
場面も５．６場面程度であった。そこで今回はこの作品を
原作にすることとした。
　教師は５場面の分け方を二通り提案した。一つは，国
語科教師が考えた分け方，もう一つは，教師自身が読ん
で考えた場面の分け方である。じっくり読んで考えたの
であるが，子どもたちは国語教師が提案した分け方を推
す生徒が多かった。国語の授業で読解していることで，
深く内容を理解していることがうかがえ，改めてそれぞ
れの授業での学びの大切さを実感した。
（4）学級演劇活動と関連付けた学び 
　本校のステージをイメージして舞台をデザインしてみ
ようと今回の活動を始めてみて，どこまで再現するのか
という点で，教師とも，生徒の中でも意識の差があるこ
とが分かった。「結局は，美術の授業の中だけだから…（こ
ういう表現も有り）。」や「本当ならこのシーンの後だか
ら，使えるものは使った方がいいよね…。」などといっ
たつぶやきが聞こえてくる。生徒たちは，教師が予想し
ていた以上に，実際のステージ上での表現を意識してい
た。今回は，担当する場面だけを考えればよいと活動中
に提示したが，生徒たちにとって，興味関心の強い学級
演劇活動と関連付けた学びだからこそ，生徒の表現の追
求が深くなっていったと考える。
　さて，文化祭での学級演劇ではどのような表現を子ど
もたちは考えただろうか。音楽室を表現するために背景
幕に描かれるものは，作曲家の肖像画のみであったり，
路上を表現するために，電信柱を一本だけ配置したり，
また，背景幕に天井の蛍光灯や床面を描き，透視図法の
表現を取り入れたものなど，昨年とは違った表現が見ら
れ，生徒の意識の中で今回の学びが活かされているのを
感じた。しかし，色彩表現では，授業での模型同様青空
や地面の色に原色をほぼそのまま使った平板な表現が目
立ち，大画面だからこそ微妙な色彩の変化を表現の中に
活かすという新たな視点を見つけることとなった。
　学校生活の中の自分たちの活動に直結して生きる題材
であったことで，子どもたちは他の題材よりも深く考え，
そのために仲間と何度も考えを確認し合い，よりよい表
現をめざしたいと望んだ。他の題材においても，個々の
思考や技能を繰り上げるために，仲間との交流の場やか
たちを工夫していきたい。
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